
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

地域や保護者との連携 

―説明責任・結果責任を果たす透明性の高い学校経営― 
〇 公開土曜日(年 11回)＋保護者会等の内容充実 

 ― 公開日の内容・時程等の工夫 

＜保護者参加率：前年度比２０％増＞ 

〇 保護者対象の関係者評価 

 → 学校経営の見直し・改善に活用 

＜全項目：肯定的評価（６０％以上）を達成＞ 

〇 道徳授業地区公開講座の充実（５月） 

＜地域・保護者の参加率：前年度比２０％増＞ 

〇 ＰＴＡ運営委員会の充実 

 ― 学校情報の提供 ← 教員の参加  

〇 地域行事への教員参加 ― 職層ごと職務として参加 
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【笹塚中学校 教育目標】 
□ 自律 学び方を習得させることによって学ぶことの楽しさを知り、生涯に 

      わたって自ら学んでいくことのできる主体性を育成する。 
□ 協働 考えを出し合うことでよりよい答えをつくることができること、多様

な考えが統合されて新しい考えが創出されることを習得させるこ

とで協働性を育成する。 
□ 参画 自分の特性を知り、その特性を活かして社会に参画する力(「ちが

いをちからに変える力」)を育成する。  
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〇 各教科等を通したキャリア教育の実践 

（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」 

「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」の育成） 

〇 地域・企業等との連携による体験を通した学び：シブヤ科推進 

【渋谷区教育委員会 教育目標】 
 
〇 人を大切にし、互いの違いを認め合う人間 
 
〇 主体的に学び続け、他者と協力して新しい価値を創造する人間 

 
〇 思いやりと規範意識をもち、健康で心身ともにたくましい人間 

小・中連携教育活動の推進 

キャリア教育の充実（一人一人のキャリア形成と自己実現） 

【小中連携による効果的な教育課程の編成・実施】 

→「学力向上」に特化した連携教育活動の実現 

〇 小中合同研修会（前期：中学校、後期：小学校）の充実 

〇 中学校体験の充実 ― 体験授業(６月)・部活動体験６月） 

〇 ボランティア活動の展開  

確かな学力の向上 

【渋谷区 ICT推進校・研究指定校と東京都情報活用能力研究校と

しての取組の成果を踏まえて】 
■「学力向上を図る全体計画」に基づく計画的実施 

〇 「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善 

   →ICTの効果的な活用 

→情報活用能力・言語能力・問題発見解決能力の育成          

→「分かる授業」「探究的な学び」の確立              

＜年２回の授業評価（新規）⇒授業が分かりやすい：８０％以上 

〇 学習機会の拡充 → 補充教室等の組織的な実施 

＜各補充教室等の参加率：対象生徒の６０％以上＞ 

〇 丁寧な評価説明（評価説明資料の活用）                               

→ 学習の振り返りによる学習意欲の向上 

〇 学習習慣の定着・家庭学習への支援 

→ 具体的な家庭学習の在り方について指導を展開    

 ＊「家庭学習のしおり」を作成・配布 

〇 読書活動の充実：「しぶやおすすめの本５０」の活用 

社会性の確立 

〇 集団生活における基本的なルール指導の徹底 

 →「ルールがマナーになる学校」の実現 

 →「自ら考えて行動できる生徒」の育成 

〇 地域貢献活動(奉仕活動)の更なる推進 

 →「地域に親しまれ愛される生徒」の育成 

  ＊地域防災訓練への参加（７月）   

〇 基本的な生活習慣の確立 

＊挨拶キャンペーン ← 小学校・地域・ＰＴＡとの連携 

〇 校長による全校生徒面談 →生徒の現状把握・経営課題の把握 

〇 いじめに関する対応 

→ 未然防止・早期発見・事実確認・早期対応の徹底 

＊いじめに関するアンケート(年３回)＜発生件数ゼロを目指して＞ 

〇 鋭敏な人権感覚を醸成する教育活動の推進 

 → 人間尊重の精神 自尊感情の醸成 多様性の尊重 

 → 人権教育プログラムを活用した人権課題への取組 

〇 特支教育コーディネーターを中心とした支援体制の確立 

→ 校内委員会の定例化（月１回） 

〇「個別指導計画」の作成と活用            

→ 支援を必要とする生徒の把握と支援の充実（年間） 

〇 特別支援教室や教育相談室との連携強化 

〇 ＳＣ・支援員の連携と効果的な活用→教育相談体制の充実 

特別支援教育の充実 
〇 校内の危険箇所の点検と整備 

 ― 校舎内の安全点検（毎日放課後・全教員） 

〇 危険を予測し回避する能力と他者や社会の安全に貢献できる資質や能

力を育成 

 ― 体験型セーフティ教室の実施（５月） 

〇 年間計画に基づく安全指導を展開 

 ― 体験的な内容を取り入れた避難訓練を実施（毎月） 

【 目指す学校像 】 
 

〇「安心して通わせられる学校」 
     ＜安全で快適な教育環境を提供＞ 
〇「確かな学力と社会性を身に付けさせてくれる学校」 
     ＜公立学校の使命を確実に果たす＞ 

【 目指す生徒像 】 
 

〇 「３つの顔」（笑顔・真剣な顔・誇らしい顔）の実現 
〇 確かな学力と豊かな個性をもった生徒 
〇 思いやりの心と規範意識をもった生徒 

経営理念 

【 目指す教師像 】 
 
〇 笹塚中を愛する教師 
〇 一時間一時間の授業を大切にする教師 
〇 生徒一人一人を大切にする教師 
 安全安心な学校づくり 

― 円滑な校務運営の実現と組織的な対応力の向上 ― 

■ 基本的な考え方：職層と職責の整合性 

〇 経営会議の定期開催(毎朝) 

〇 運営委員会の充実 ― 調整機能の発揮 

 → 起案日程一覧に基づく進行管理 

〇 ＯＪＴ実施体制の確立 → 教員の力量形成・職能向上 

― 公立学校は地域の財産である― 
 

◆ 学校の教育活動に対する生徒・保護者の満足度  

→「笹塚中生でよかった・笹塚中に通わせてよかった」 

＜関係者評価―肯定的な評価（７０％以上）：全項目達成＞ 

◆ 地域からの信頼度  

→ 多くの小学生が入学してくる学校 

＜関係小学校からの入学率：６５％以上＞ 


